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は
じ
め
に
─
問
題
の
所
在
─
二
　
平
成
八
年
民
訴
法
改
正
に
よ
る
新
た
な
訴
訟
上
の
和
解
制
度
　
１
　
書
面
和
解
制
度
（
民
訴
法
二
六
四
条
）
　
２
　
裁
定
和
解
制
度
（
民
訴
法
二
六
五
条
）
　
３
　
小
括
　（
以
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、
九
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国
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大
学
法
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論
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一
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三
　
訴
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上
の
和
解
の
効
力
を
め
ぐ
る
従
来
の
議
論
に
つ
い
て
　
１
　
学
説
・
判
例
に
つ
い
て
　
２
　
東
京
地
裁
平
成
一
五
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一
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一
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判
決
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い
て
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治
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三
　
訴
訟
上
の
和
解
の
効
力
を
め
ぐ
る
従
来
の
議
論
に
つ
い
て
１
　
学
説
・
判
例
に
つ
い
て
　
訴
訟
上
の
和
解
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
上
、
和
解
は
調
書
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
生
じ
る
（
民
訴
法
二
六
七
条
）、
と
い
っ
た
旨
の
規
定
し
か
存
在
せ
ず
、
そ
の
効
力
を
め
ぐ
っ
て
は
未
だ
理
論
的
解
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
上
の
和
解
が
訴
訟
終
了
効
を
持
ち
、
和
解
調
書
の
記
載
が
具
体
的
給
付
義
務
を
内
容
と
す
る
と
き
に
は
執
行
力
を
有
す
る
（
民
執
法
二
二
条
七
号
）
と
い
う
理
解
に
お
い
て
は
一
致
し
て
い
る
が
、
訴
訟
上
の
和
解
が
成
立
し
調
書
に
記
載
さ
れ
た
場
合
に
和
解
調
書
に
「
既
判
力
」
が
認
め
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
に
関
し
て
は
、
古
く
か
ら
争
い
が
あ
り
決
着
を
み
て
い
な
い
。
　
学
説
に
お
い
て
は
、
肯
定
説
、
否
定
説
、
制
限
説
の
対
立
が
あ
る
が
、
否
定
説
が
通
説
と
さ
れ
て
い 
判
例
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
大
審
院
判
例
は
、
大
正
一
五
年
民
訴
法
改
正
以
降
、
旧
法
下
に
お
い
て
既
判
力
肯
定
説
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
最
高
裁
判
例
は
、
何
ら
か
の
方
法
で
実
体
法
上
の
瑕
疵
に
基
づ
く
和
解
無
効
の
主
張
を
当
事
者
に
許
し
て
き
て
い 
そ
れ
ゆ
え
、
判
例
は
制
限
的
既
判
力
説
に
立
つ
と
一
般
に
解
さ
れ
て
い
る
。
２
　
東
京
地
裁
平
成
一
五
年
一
月
二
一
日
判
決
判
例
時
報
一
八
二
八
号
五
九
頁
に
つ
い
て
　
平
成
一
五
年
東
京
地
裁
判
決
は
、
本
件
訴
訟
上
の
和
解
に
は
錯
誤
等
の
意
思
表
示
の
瑕
疵
も
な
い
の
で
、
本
件
和
解
は
既
判
力
を
有
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
し
、
そ
し
て
、
本
件
和
解
成
立
後
に
本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
の
区
分
所
有
権
を
取
得
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
は
、
口
頭
弁
論
終
結
後
の
承
継
人
に
該
当
す
る
と
解
さ
れ
る
の
で
本
件
和
解
の
既
判
力
が
及
び
、
和
解
条
項
の
履
行
義
務
を
負
う
も
の
で
あ
る
と
す
（
２
）
る
。
（
３
）
る
。
＜
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号
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2
五
〇
三
五
〇
三
る
の
で
あ
る
が
、
実
質
的
な
手
続
保
障
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
等
の
事
情
を
考
慮
し
、
本
件
和
解
条
項
の
履
行
請
求
（
本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
部
撤
去
請
求
）
は
権
利
の
濫
用
に
当
た
る
も
の
と
し
て
、
口
頭
弁
論
終
結
後
の
承
継
人
に
対
す
る
本
件
請
求
を
棄
却
し
て
い
る
。
　
平
成
一
五
年
東
京
地
裁
判
決
は
、
訴
訟
上
の
和
解
の
効
力
に
既
判
力
の
存
在
を
認
め
制
限
的
肯
定
説
に
立
つ
と
評
さ
れ
る
も
の 
従
来
の
判
例
理
論
と
は
若
干
異
な
る
よ
う
思
わ
れ
る
。
　
た
し
か
に
、
平
成
一
五
年
東
京
地
裁
判
決
も
本
件
和
解
に
は
錯
誤
等
の
意
思
表
示
の
瑕
疵
も
な
い
の
で
既
判
力
を
認
め
、
和
解
成
立
後
（
口
頭
弁
論
終
結
後
）
の
承
継
人
に
本
件
和
解
の
既
判
力
が
及
ぶ
と
解
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
既
判
力
を
肯
定
す
る
考
え
方
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
口
頭
弁
論
終
結
後
の
承
継
人
に
つ
い
て
は
実
質
的
な
手
続
保
障
を
欠
い
て
い
る
こ
と
等
を
理
由
に
そ
の
執
行
を
権
利
濫
用
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
、
請
求
を
棄
却
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
果
た
し
て
、
制
限
的
既
判
力
肯
定
説
に
立
つ
考
え
方
と
い
え
る
の
か
。
　
口
頭
弁
論
終
結
後
の
承
継
人
は
、
法
的
安
定
性
の
観
点
か
ら
訴
訟
係
属
の
事
実
や
前
訴
判
決
の
存
在
に
つ
い
て
の
知
不
知
を
問
題
と
さ
れ
こ
と
な
く
、
既
判
力
が
拡
張
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ 
そ
し
て
、
民
事
執
行
法
二
三
条
一
項
三
号
は
、
債
務
名
義
成
立
後
の
承
継
人
に
手
続
保
障
が
な
い
ま
ま
に
、
執
行
力
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
規
定
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、
債
務
名
義
成
立
後
の
承
継
人
よ
り
も
債
務
名
義
を
有
す
る
当
事
者
の
立
場
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
で
あ
り
、
民
事
執
行
（
強
制
執
行
）
と
は
、
そ
も
そ
も
そ
う
い
う
制
度
で
あ 
　
も
っ
と
も
、
制
限
的
既
判
力
肯
定
説
に
立
つ
と
評
さ
れ
る
判
例
理
論
は
、
訴
訟
上
の
和
解
の
効
力
と
し
て
既
判
力
の
存
在
を
認
め
つ
つ
、
結
果
の
妥
当
性
と
い
う
側
面
に
お
い
て
、
法
的
拘
束
力
と
当
事
者
意
思
と
を
調
整
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
一
瞥
す
れ
ば
、
従
来
の
判
例
と
平
成
一
五
年
東
京
地
裁
判
決
と
は
理
論
的
に
整
合
し
、
相
違
は
存
在
し
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
筆
者
は
違
和
感
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
（
４
）
の
、
（
５
）
る
。
（
６
）
る
。
訴
訟
上
の
和
解
と
そ
の
効
力
に
つ
い
て
（
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）
─　　─
（
　
　
　
）
3
五
〇
二
五
〇
二
　
従
前
の
判
例
理
論
が
訴
訟
上
の
和
解
の
既
判
力
を
制
限
的
に
肯
定
す
る
と
い
う
の
は
、
和
解
に
実
体
法
上
の
瑕
疵
が
あ
る
場
合
に
当
事
者
に
そ
の
主
張
を
許
す
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
既
判
力
は
生
じ
ず
、
実
体
法
上
の
瑕
疵
が
な
い
和
解
に
は
既
判
力
が
生
じ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
平
成
一
五
年
東
京
地
裁
判
決
は
、
前
訴
に
あ
た
る
訴
訟
上
の
和
解
成
立
後
の
そ
の
承
継
人
に
実
質
的
な
手
続
保
障
を
欠
い
て
い
る
こ
と
等
を
理
由
に
そ
の
和
解
条
項
の
執
行
を
権
利
濫
用
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
、
請
求
を
棄
却
す
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
既
判
力
は
拡
張
さ
れ
る
（
肯
定
さ
れ
る
）
が
、
執
行
力
は
生
じ
な
い
と
す
る
理
論
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
制
限
的
既
判
力
肯
定
説
の
考
え
方
に
よ
る
も
の
と
評
価
で
き
る
の
か
。
従
来
の
議
論
は
、
和
解
の
意
思
表
示
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
場
合
の
処
遇
と
し
て
和
解
調
書
に
既
判
力
が
生
じ
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
の
も
の
で
あ
り
、
既
判
力
が
生
じ
て
い
る
和
解
に
執
行
力
が
あ
る
か
な
い
か
の
議
論
で
は
な
か
っ
た
。
訴
訟
上
の
和
解
が
調
書
に
記
載
さ
れ
れ
ば
、
執
行
力
が
生
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
民
事
執
行
法
二
二
条
七
号
で
「
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
も
の
」
を
債
務
名
義
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
異
論
な
く
認
め
ら
れ
、
そ
の
承
継
人
に
は
執
行
力
が
生
じ
る
こ
と
が
民
事
執
行
法
二
三
条
一
項
三
号
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ 
な
お
、
判
例
理
論
、
と
く
に
平
成
一
五
年
東
京
地
裁
判
決
の
考
え
方
に
立
つ
な
ら
ば
、
訴
訟
上
の
和
解
の
効
力
論
を
め
ぐ
る
既
判
力
お
よ
び
執
行
力
の
主
観
的
範
囲
に
つ
い
て 
確
定
判
決
に
お
け
る
既
判
力
と
執
行
力
の
主
観
的
範
囲
の
問
題
以
上
に
、
パ
ラ
レ
ル
に
論
じ
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ 
３
　
小
　
　
　
括
　
訴
訟
上
の
和
解
は
、
当
事
者
に
よ
る
紛
争
の
自
主
的
解
決
方
法
で
あ
り
、
近
代
訴
訟
原
則
の
一
つ
で
あ
る
処
分
権
主
義
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
訴
訟
終
了
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
和
解
に
よ
る
訴
訟
終
了
は
、
訴
訟
制
度
に
お
い
て
当
事
者
自
治
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
場
合
と
い
え
る
。
他
方
、
訴
訟
は
国
家
が
設
営
す
る
手
続
で
あ
る
と
い
う
側
面
か
ら
は
、
訴
訟
上
の
和
解
に
よ
る
訴
訟
終
了
に
も
、
当
然
、
公
益
の
要
請
（
７
）
る
。
（
８
）
は
、
（
９
）
る
。
＜
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五
〇
一
五
〇
一
が
で
て
こ
よ
う
。
つ
ま
り
、
訴
訟
を
利
用
し
、
和
解
に
よ
り
訴
訟
が
終
了
し
た
こ
と
に
何
ら
か
の
法
的
拘
束
力
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
訴
訟
制
度
が
有
す
る
紛
争
解
決
と
い
う
機
能
か
ら
、
そ
れ
を
利
用
し
た
当
事
者
間
に
お
い
て
も
訴
訟
上
の
和
解
に
よ
り
訴
訟
が
終
了
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
、
紛
争
が
解
決
し
た
（
不
可
争
性
）
と
い
っ
た
一
定
の
期
待
感
（
信
義
則
）
が
存
す
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
　
近
時
の
学
説
に
お
い
て
は
、
既
判
力
否
定
説
が
通
説
的
見
解
と
い
え
、
こ
の
見
解
は
、
当
事
者
の
意
思
を
中
核
と
す
る
和
解
で
は
、
裁
判
の
よ
う
な
紛
争
解
決
方
法
と
は
異
な
り
、
当
然
に
当
事
者
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
説
く
。
そ
の
理
念
は
当
事
者
自
治
を
重
視
す
る
方
向
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
訴
訟
上
の
和
解
の
効
力
を
考
え
る
と
き
に
、
訴
訟
上
の
和
解
が
訴
訟
制
度
上
の
紛
争
解
決
手
段
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
限
り
、
当
事
者
意
思
偏
重
の
方
向
性
は
、
果
た
し
て
、
適
切
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
　
他
方
、
判
例
の
立
場
と
さ
れ
る
制
限
的
既
判
力
説
に
お
い
て
は
、
上
述
平
成
一
五
年
東
京
地
裁
判
決
に
み
る
よ
う
に
、
結
果
の
妥
当
性
が
そ
の
見
解
の
終
着
点
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
見
解
の
前
提
と
し
て
訴
訟
上
の
和
解
の
法
的
拘
束
力
と
し
て
既
判
力
を
肯
定
す
る
こ
と
の
必
然
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
四
結
び
に
代
え
て
─
こ
れ
か
ら
効
力
論
の
方
向
性
　
訴
訟
上
の
和
解
の
効
力
を
め
ぐ
る
従
来
の
議
論
は
、
和
解
を
「
調
書
に
記
載
し
た
と
き
は
、
そ
の
記
載
は
、
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
」
と
の
民
訴
法
（
現
二
六
七
条
、
旧
二
〇
三
条
）
の
文
言
か
ら
調
書
に
記
載
さ
れ
た
和
解
が
既
判
力
を
有
す
る
か
否
か
と
い
う
枠
組
み
で
論
じ
ら
れ
て
き 
　
し
か
し
、
訴
訟
上
の
和
解
の
既
判
力
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
問
題
は
、
訴
訟
上
の
和
解
の
拘
束
力
の
根
拠
と
範
囲
の
問
題
と
い
え
、
当
事
者
の
合
意
に
い
か
な
る
効
果
を
認
め
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
収
斂
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
当
事
者
の
合
意
が
訴
訟
上
の
（
）
１０た
。
訴
訟
上
の
和
解
と
そ
の
効
力
に
つ
い
て
（
二
・
完
）（
山
田
）
─　　─
（
　
　
　
）
5
五
〇
〇
五
〇
〇
和
解
の
効
力
の
原
点
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
和
解
の
効
力
論
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
「
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
」＝
既
判
力
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
点
か
ら
出
発
す
る
論
理
必
然
性
は
な
さ
そ
う
で
あ 
和
解
に
付
与
さ
れ
る
べ
き
既
判
力
の
意
味
内
容
を
判
決
に
付
与
さ
れ
る
既
判
力
と
は
異
な
っ
た
も
の
と
し
て
把
握
す
る
考
え
方
も
主
張
さ
れ
て
い 
そ
し
て
、
従
前
よ
り
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
の
「
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
」
の
文
言
の
解
釈
論
は
、
平
成
八
年
に
導
入
さ
れ
た
書
面
和
解
（
民
訴
法
二
六
四
条
）
と
裁
定
和
解
（
民
訴
法
二
六
五
条
）
と
い
っ
た
類
型
を
当
然
考
慮
す
る
こ
と
な
く
議
論
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
改
め
て
確
認
し
て
お
く
。
　
以
上
の
議
論
の
前
提
は
、
訴
訟
上
の
和
解
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
い
ず
れ
の
見
解
を
採
用
す
る
に
せ
よ
、
も
っ
ぱ
ら
当
事
者
の
行
為
と
し
て
の
和
解
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
和
解
（
合
意
形
成
）
に
お
け
る
裁
判
所
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
和
解
調
書
へ
の
記
載
程
度
に
と
ど
ま
り
、
和
解
勧
試
に
よ
り
成
立
し
た
和
解
と
の
関
係
で
裁
判
所
の
関
与
に
法
的
な
意
味
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
の
指
摘
が
あ 
そ
し
て
、
こ
の
指
摘
は
、
原
則
型
の
訴
訟
上
の
和
解
（
民
訴
法
二
六
四
条
、
二
六
五
条
の
和
解
類
型
で
は
な
い
訴
訟
上
の
和
解
。
以
下
、
原
則
型
和
解
と
い
う
。）
の
効
力
を
考
え
る
場
合
に
、
完
全
に
当
事
者
主
導
で
成
立
し
た
訴
訟
上
の
和
解
と
、
裁
判
所
の
和
解
勧
試
が
あ
り
、
裁
判
所
が
積
極
的
に
関
与
し
て
成
立
し
た
訴
訟
上
の
和
解
と
で
、
効
力
の
性
質
を
同
視
し
て
よ
い
の
か
と
い
っ
た
問
題
に
繋
が
る
で
あ
ろ 
ま
た
、
裁
判
所
の
関
与
度
合
い
は
、
個
別
事
件
ご
と
に
強
弱
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う 
　
平
成
八
年
民
訴
法
改
正
に
よ
り
、
訴
訟
上
の
和
解
制
度
が
拡
充
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
書
面
和
解
制
度
（
民
訴
法
二
六
四
条
）
と
裁
定
和
解
制
度
（
民
訴
法
二
六
五
条
）
が
導
入
さ
れ
た
が
、
訴
訟
上
の
和
解
の
効
力
に
関
す
る
規
定
は
従
来
の
ま
ま
で
あ
る
。
　
と
く
に
、
裁
定
和
解
制
度
は
仲
裁
の
形
態
に
近
い
制
度
と
い
え
、
仲
裁
判
断
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効
力
に
つ
い
て
既
判
力
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。
裁
定
和
解
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
原
則
型
和
解
と
同
様
に
既
判
力
否
定
説
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
 
つ
ま
り
、
訴
訟
上
の
和
解
に
複
数
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
平
成
八
年
民
訴
法
改
正
以
降
、
訴
訟
上
の
和
解
の
効
（
）
１１る
。
（
）
１２る
。
（
）
１３る
。
（
）
１４う
。
（
）
１５か
。
（
）
１６か
。
＜
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力
に
つ
き
、
訴
訟
上
の
和
解
の
種
類
別
に
そ
の
効
力
を
考
え
る
ス
タ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
平
成
八
年
民
訴
法
改
正
に
よ
り
訴
訟
上
の
和
解
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
新
た
な
展
開
を
迎
え
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
和
解
の
効
力
論
に
お
い
て
、
既
判
力
と
い
う
枠
組
み
の
み
に
捕
ら
わ
れ
た
議
論
か
ら
決
別
し
、
改
め
て
和
解
の
効
力
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ 
　
そ
し
て
、
上
述
し
た
「
完
全
に
当
事
者
主
導
で
成
立
し
た
訴
訟
上
の
和
解
と
裁
判
所
が
積
極
的
に
関
与
し
て
成
立
し
た
訴
訟
上
の
和
解
と
で
、
効
力
の
性
質
を
同
視
し
て
よ
い
の
か
」
と
い
う
問
い
は
、
裁
判
官
仲
裁
と
も
い
え
る
裁
定
和
解
（
民
訴
法
二
六
五
条
）
に
お
い
て
は
、
な
お
の
こ
と
効
力
の
性
質
を
同
視
し
て
論
じ
る
こ
と
に
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ 
　
ま
た
、
和
解
勧
試
の
時
期
に
よ
り
、
裁
判
官
が
関
与
し
て
す
る
和
解
の
内
容
に
は
変
化
が
あ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
民
訴
法
八
九
条
は
、
訴
訟
の
い
か
な
る
段
階
に
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
裁
判
所
は
和
解
を
勧
試
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
が
、
和
解
勧
試
の
時
期
に
つ
い
て
も
多
く
の
議
論
が
あ 
審
理
過
程
に
お
け
る
時
期
的
区
分
を
、
当
事
者
の
主
張
立
証
の
程
度
と
裁
判
所
の
心
証
形
成
具
合
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
想
定
す
る
な
ら
ば
、
①
争
点
証
拠
整
理
手
続
終
了
前
、
②
争
点
証
拠
整
理
手
続
終
了
後
、
③
証
拠
調
べ
後
か
ら
口
頭
弁
論
終
結
直
前
（
結
審
直
前
）、
④
判
決
言
渡
し
後
、
⑤
上
告
審
、
と
い
っ
た
区
分
に
な
ろ
う
か
。
い
ず
れ
の
時
点
に
お
い
て
和
解
勧
試
が
行
わ
れ
た
か
と
い
う
観
点
は
、
和
解
内
容
と
裁
判
所
の
関
与
度
合
い
に
大
き
く
影
響
す
る
も
の
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
裁
判
上
の
和
解
の
拘
束
力
を
考
え
る
と
き
に
、
裁
判
所
の
関
与
度
合
い
お
よ
び
関
与
時
期
を
考
慮
要
素
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
有
意
義
な
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う 
こ
こ
で
は
、
可
能
で
あ
り
、
有
意
義
で
あ
る
と
こ
と
を
前
提
に
考
え
を
ま
と
め
る
と
、
議
論
は
以
下
の
よ
う
に
方
向
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
　
ま
ず
は
、
和
解
類
型
に
従
っ
た
効
力
論
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
原
則
型
和
解
と
書
面
和
解
・
裁
定
和
解
の
効
力
論
は
区
別
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
）
１７る
。
（
）
１８う
。
（
）
１９る
。
（
）
２０か
。
訴
訟
上
の
和
解
と
そ
の
効
力
に
つ
い
て
（
二
・
完
）（
山
田
）
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裁
判
所
の
関
与
度
合
い
や
役
割
が
原
則
型
和
解
と
明
ら
か
に
異
な
る
書
面
和
解
お
よ
び
裁
定
和 
、
既
判
力
を
肯
定
す
る
方
向
に
向
か
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
　
そ
し
て
、
原
則
型
和
解
は
、
個
別
事
件
ご
と
に
裁
判
所
の
関
与
度
合
い
に
強
弱
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
、
書
面
和
解
お
よ
び
裁
定
和
解
と
は
別
の
考
慮
要
素
を
加
え
て
そ
の
効
力
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
原
則
型
和
解
の
効
力
を
考
え
る
に
は
和
解
の
時
期
的
区
分
を
設
け
た
検
討
・
考
察
が
有
効
で
あ
る
と
い
え
な
い
か
。
上
述
の
五
つ
の
区
分
、
①
争
点
証
拠
整
理
手
続
終
了
前
、
②
争
点
証
拠
整
理
手
続
終
了
後
、
③
証
拠
調
べ
後
か
ら
口
頭
弁
論
終
結
直
前
（
結
審
直
前
）、
④
判
決
言
渡
し
後
、
⑤
上
告
審
で
あ
る
。
①
の
段
階
の
当
事
者
主
導
型
の
和
解
に
は
、
当
事
者
の
不
可
争
性
の
期
待
を
制
度
的
に
確
保
す
る
観
点
か
ら
制
度
的
効
力
（
訴
訟
終
了
効
・
確
定
効
な
ど
）
を
付
与
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
効
力
に
は
お
よ
そ
既
判
力
は
含
ま
れ
な
い
と
い
え
よ
う
。
他
方
、
④
、
⑤
の
段
階
で
の
和
解
で
あ
る
が
、
終
局
判
決
言
渡
し
後
の
訴
え
の
取
下
げ
は
、
再
訴
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
と
の
制
度
的
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
終
局
判
決
言
渡
し
後
の
訴
訟
上
の
和
解
に
つ
い
て
も
、
再
訴
を
禁
止
す
る
と
い
う
考
え
方
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い 
　
②
と
③
の
段
階
に
お
い
て
は
、
当
該
和
解
の
契
機
が
当
事
者
側
に
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
裁
判
所
側
か
ら
の
勧
試
で
あ
っ
た
の
か
も
効
力
を
考
え
る
う
え
で
の
考
慮
要
素
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う 
　
他
方
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
と
の
対
比
に
お
い
て
、
裁
判
上
の
和
解
は
、
あ
く
ま
で
も
民
事
訴
訟
制
度
を
利
用
し
た
紛
争
解
決
方
法
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
何
ら
か
の
制
度
的
効
力
は
付
与
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ 
　
以
上
、
本
稿
は
、
和
解
の
従
来
の
効
力
論
に
お
い
て
欠
け
る
点
を
指
摘
し
、
今
後
の
議
論
に
若
干
の
方
向
性
を
提
示
し
た
に
と
ど
ま
る
。
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
理
論
的
検
討
が
必
要
で
あ
る
し
、
訴
訟
上
の
和
解
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
理
論
的
考
察
お
よ
び
実
態
的
考
察
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
（
）
２１解
は
（
）
２２か
。
（
）
２３か
。
（
）
２４う
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
六
巻
　
一
号
─　　─
（
　
　
　
）
8
四
九
七
四
九
七
（
１
）　
前
稿
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
か
ら
大
分
時
が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
筆
者
の
当
時
の
問
題
関
心
と
同
様
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
研
究
成
果
も
発
表
さ
れ
、
本
稿
の
後
半
部
分
を
執
筆
す
る
の
は
、
時
を
す
で
に
逸
し
て
し
ま
っ
た
感
も
あ
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
を
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後
の
検
討
課
題
を
最
後
に
示
し
て
、
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
（
２
）　
学
説
状
況
に
関
し
て
は
、
藤
原
弘
道
「
訴
訟
上
の
和
解
の
既
判
力
と
和
解
の
効
力
を
争
う
方
法
」
藤
田
耕
三
＝
後
藤
勇
『
訴
訟
上
の
理
論
と
実
務
』
（
西
神
田
編
集
室
、
昭
和
六
二
年
）
四
七
九
頁
以
下
、
高
橋
宏
志
「
第
一
七
講
訴
訟
上
の
和
解
」『
重
点
講
義
民
事
訴
訟
法
上
［
第
二
版
］』（
有
斐
閣
、
平
成
二
三
年
）
七
五
七
頁
以
下
な
ど
参
照
。
　
明
治
民
訴
法
（
旧
々
民
訴
法
）
に
は
、
現
行
二
六
七
条
に
該
当
す
る
規
定
が
な
く
、
債
務
名
義
性
を
規
定
す
る
の
み
で
あ
っ
た
の
で
、
既
判
力
は
一
般
に
否
定
さ
れ
て
い
た
。
大
正
一
五
年
改
正
に
よ
り
「
確
定
判
決
ト
同
一
ノ
効
力
」（
旧
民
訴
法
二
〇
三
条
）
の
文
言
が
導
入
さ
れ
た
直
後
の
学
説
状
況
と
し
て
は
、
こ
ぞ
っ
て
訴
訟
上
の
和
解
に
も
既
判
力
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
肯
定
説
を
採
る
よ
う
に
な
り
、
戦
前
に
お
い
て
そ
の
既
判
力
を
正
面
か
ら
否
定
す
る
よ
う
な
見
解
は
皆
無
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
藤
原
・
前
掲
参
照
）。
肯
定
説
は
、
旧
民
訴
法
二
〇
三
条
の
明
文
や
立
法
の
沿
革
か
ら
、
和
解
調
書
を
判
決
の
代
用
物
と
し
て
確
定
判
決
と
同
様
に
既
判
力
を
生
ず
る
と
す
る
（
兼
子
一
『
新
修
民
事
訴
訟
法
体
系
［
増
補
版
］』（
酒
井
書
店
、
昭
和
四
〇
年
）
三
〇
九
頁
、
中
田
淳
一
『
民
事
訴
訟
法
講
義
上
巻
』（
有
信
堂
、
昭
和
三
九
年
）
一
五
七
頁
、
小
山
昇
『
民
事
訴
訟
法
［
五
訂
版
］』
（
青
林
書
院
、
平
成
元
年
）
四
四
四
頁
）。
こ
の
説
で
は
和
解
に
、
再
審
事
由
に
該
当
す
る
瑕
疵
が
あ
る
場
合
に
の
み
、
再
審
の
訴
え
で
調
書
の
取
消
し
を
求
め
ら
れ
る
と
し
既
判
力
の
排
除
を
認
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
般
に
実
体
上
の
和
解
の
無
効
・
取
消
し
事
由
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
既
判
力
を
全
面
的
に
肯
定
す
る
見
解
は
比
較
的
少
数
で
あ
り
（
兼
子
一
・
判
民
昭
和
六
年
度
三
九
事
件
、
判
民
昭
和
七
年
度
一
六
八
事
件
、
判
民
昭
和
一
〇
年
一
二
二
事
件
、
判
民
昭
和
一
四
年
六
一
事
件
）、
多
く
は
、
い
わ
ゆ
る
制
限
的
既
判
力
説
の
立
場
を
採
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
私
法
上
の
瑕
疵
が
あ
る
と
き
は
、
和
解
は
当
初
よ
り
効
力
を
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
当
事
者
は
そ
の
こ
と
を
主
張
し
て
従
前
の
訴
訟
に
つ
き
弁
論
期
日
の
指
定
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
裁
判
所
も
こ
の
点
を
審
理
し
て
無
効
・
取
消
し
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
訴
訟
を
続
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
見
解
で
あ
る
（
中
島
弘
道
『
日
本
民
事
訴
訟
法
第
一
編
』（
松
華
堂
書
店
、
昭
和
九
年
）
九
三
三
頁
、
河
本
喜
與
之
『
民
事
訴
訟
法
提
要
』
（
南
郊
社
、
昭
和
九
年
）
三
一
四
頁
、
加
藤
正
治
『
民
事
訴
訟
法
要
論
』（
有
斐
閣
、
昭
和
二
一
年
）
三
〇
四
頁
、
菊
井
維
大
『
民
事
訴
訟
法
講
義
下
』
三
七
五
頁
な
ど
）。
こ
の
制
限
的
既
判
力
説
に
対
し
て
は
、
内
容
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
既
判
力
な
ど
と
い
う
の
は
そ
れ
自
体
矛
盾
で
あ
訴
訟
上
の
和
解
と
そ
の
効
力
に
つ
い
て
（
二
・
完
）（
山
田
）
─　　─
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六
る
、
と
の
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
た
（
兼
子
一
原
著
『
条
解
民
事
訴
訟
法
［
第
二
版
］』（
弘
文
堂
、
平
成
二
三
年
）
一
四
七
九
頁
以
下
［
竹
下
守
夫
＝
上
原
敏
夫
］）。
　
戦
後
に
な
り
、
和
解
の
既
判
力
を
否
定
す
る
見
解
が
説
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
三
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
こ
の
見
解
を
採
る
も
の
が
急
速
に
増
え
、
現
在
で
は
既
判
力
否
定
説
が
多
数
説
で
あ
る
（
藤
原
・
前
掲
四
七
九
頁
以
下
、
高
橋
・
前
掲
七
七
四
頁
注
一
九
参
照
）。
（
３
）　
最
判
昭
和
三
一
年
三
月
三
〇
日
民
集
一
〇
巻
三
号
二
四
二
頁
、
最
判
昭
和
三
三
年
三
月
五
日
民
集
一
二
巻
三
号
三
八
一
頁
、
最
判
昭
和
三
三
年
六
月
一
四
日
民
集
三
三
巻
九
号
一
四
九
二
頁
。
（
４
）　
齋
藤
哲
「
裁
判
上
の
和
解
の
既
判
力
と
和
解
成
立
後
の
係
争
物
の
承
継
人
に
対
す
る
効
力
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
八
九
号
一
二
六
頁
（
平
成
一
六
年
）、
越
山
和
広
「
裁
判
上
の
和
解
の
既
判
力
及
び
和
解
成
立
後
に
係
争
目
的
物
を
取
得
し
た
第
三
者
に
対
す
る
既
判
力
の
承
継
の
有
無
（
積
極
）」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
二
九
号
一
二
〇
頁
以
下
（
平
成
一
六
年
）、
松
村
和
徳
・
受
験
新
報
六
五
八
号
一
一
四
頁
以
下
（
平
成
一
七
年
）、
畑
宏
樹
「
訴
訟
上
の
和
解
の
効
力
と
係
争
物
の
承
継
人
へ
の
拡
張
に
つ
い
て
─
東
京
地
裁
平
成
一
五
年
一
月
二
一
日
判
決
判
例
時
報
一
八
二
八
号
五
九
頁
を
素
材
と
し
て
─
」
法
学
研
究
七
九
号
一
四
七
頁
以
下
（
平
成
一
八
年
）
な
ど
。
（
５
）　
中
野
貞
一
郎
＝
松
浦
馨
＝
鈴
木
正
裕
編
『
新
民
事
訴
訟
法
講
義
［
第
二
版
補
訂
二
版
］』（
有
斐
閣
・
平
成
二
〇
年
）
四
八
二
頁
［
伊
藤
眞
］
な
ど
。
こ
れ
に
対
し
て
、
高
見
進
「
判
決
効
の
承
継
人
に
対
す
る
拡
張
」
北
大
法
学
論
集
三
一
巻
三
＝
四
号
（
昭
和
五
六
年
）
一
二
二
三
頁
は
、
合
理
的
通
常
人
が
知
り
え
な
い
状
況
に
あ
る
と
き
に
は
、
承
継
人
に
対
す
る
既
判
力
拡
張
が
否
定
さ
れ
る
と
す
る
。
（
６
）　
石
川
明
「
訴
訟
上
の
和
解
と
承
継
人
」『
訴
訟
上
の
和
解
』（
信
山
社
、
平
成
二
四
年
）
九
六
頁
以
下
。
（
７
）　
石
川
明
教
授
は
、
訴
訟
上
の
和
解
の
承
継
人
に
執
行
力
が
及
ぶ
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
の
解
決
に
あ
た
り
、
本
判
決
は
訴
訟
上
の
和
解
の
既
判
力
論
を
取
り
上
げ
、
既
判
力
の
肯
否
論
を
本
件
解
決
の
前
提
の
議
論
と
し
て
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
必
要
性
に
疑
問
を
感
じ
る
と
す
る
（
石
川
・
前
掲
書
一
〇
二
頁
）。
石
川
教
授
は
、
既
判
力
否
定
説
の
立
場
に
立
つ
の
で
あ
る
が
、
民
訴
法
二
六
七
条
は
少
な
く
と
も
執
行
力
は
含
む
も
の
で
あ
り
、
債
務
名
義
性
を
認
め
る
に
当
た
り
既
判
力
は
必
ず
し
も
必
須
で
は
な
い
（
例
え
ば
、
執
行
証
書
）
の
で
あ
る
か
ら
、
和
解
の
執
行
力
を
論
じ
る
に
当
た
り
、
論
理
必
然
的
に
既
判
力
の
存
在
を
前
提
と
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
と
い
う
。（
石
川
・
前
掲
書
一
〇
二
頁
）。
（
８
）　
既
判
力
否
定
説
は
、
第
三
者
へ
の
拡
張
に
関
連
し
て
批
判
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
既
判
力
否
定
説
で
は
、
一
一
五
条
の
適
用
が
想
定
さ
れ
な
い
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
六
巻
　
一
号
─　　─
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五
四
九
五
の
で
、
口
頭
弁
論
終
結
後
の
承
継
人
に
訴
訟
上
の
和
解
の
効
力
が
拡
張
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
は
不
当
で
あ
る
か
ら
、
和
解
に
も
既
判
力
を
肯
定
す
べ
き
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
高
橋
宏
志
教
授
は
、
既
判
力
の
承
継
人
へ
の
拡
張
が
そ
も
そ
も
立
法
者
の
決
断
で
あ
り
（
高
橋
・
前
掲
六
八
一
頁
）、
無
理
が
な
い
で
は
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
を
和
解
の
場
合
に
も
無
原
則
に
及
ぼ
そ
う
と
す
る
こ
と
の
方
に
こ
そ
問
題
が
あ
る
。
し
か
も
、
執
行
力
の
拡
張
は
民
事
執
行
法
二
三
条
に
よ
っ
て
実
定
法
上
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
和
解
に
よ
っ
て
利
益
を
得
た
者
の
利
益
は
、
そ
の
限
り
（
す
な
わ
ち
、
承
継
人
に
対
す
る
強
制
執
行
は
で
き
る
）
守
ら
れ
て
い
る
、
と
す
る
（
高
橋
・
前
掲
七
七
六
頁
）。
（
９
）　
石
川
・
前
掲
書
一
〇
二
頁
以
下
、
一
〇
三
頁
参
照
。
民
執
法
二
三
条
一
項
三
号
の
執
行
力
の
拡
張
は
、
既
判
力
の
拡
張
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
和
解
が
当
事
者
自
治
に
よ
る
紛
争
解
決
で
あ
る
と
い
う
大
前
提
に
立
つ
な
ら
ば
、
和
解
に
よ
る
紛
争
解
決
の
拘
束
力
は
、
原
則
、
当
該
和
解
当
事
者
の
み
を
拘
束
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
単
純
に
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
こ
そ
が
原
則
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
裁
判
上
の
和
解
の
効
力
に
関
す
る
主
観
的
範
囲
の
問
題
に
つ
い
て
、
高
橋
・
前
掲
七
七
六
頁
は
、「
和
解
の
効
力
は
、
和
解
の
存
在
に
つ
き
悪
意
の
承
継
人
に
及
ぶ
と
い
う
解
釈
論
が
実
体
法
上
も
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
す
る
。
畑
・
前
掲
は
、
前
訴
の
訴
訟
上
の
和
解
の
存
在
の
知
不
知
と
い
う
承
継
人
の
主
観
的
事
情
を
考
慮
に
入
れ
て
、
執
行
力
の
拡
張
の
肯
否
を
考
え
る
べ
き
、
と
い
う
考
え
方
を
提
示
す
る
。
（
　
）　
高
田
裕
成
「
訴
訟
上
の
和
解
の
効
力
論
へ
の
一
視
点
」
井
上
治
典
先
生
追
悼
論
文
集
『
民
事
紛
争
と
手
続
理
論
の
現
在
』（
法
律
文
化
社
、
平
成
二
１０
〇
年
）
二
六
〇
頁
以
下
。
（
　
）　
高
田
・
前
掲
二
七
四
頁
以
下
。
１１
（
　
）　
勅
使
川
原
和
彦
「
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
と
訴
訟
上
の
和
解
の
主
体
的
範
囲
」
中
村
英
郎
教
授
古
稀
祝
賀
上
巻
『
民
事
訴
訟
法
学
の
新
た
な
展
１２
開
』（
成
文
堂
、
平
成
八
年
）
三
九
一
頁
以
下
、
安
達
栄
司
「
わ
が
国
に
お
け
る
米
国
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
上
の
和
解
の
承
認
適
格
」『
現
代
社
会
に
お
け
る
民
事
訴
訟
手
続
法
の
展
開
上
巻
』（
商
事
法
務
、
平
成
一
四
年
）
二
四
六
頁
以
下
、
二
六
五
頁
以
下
参
照
。
（
　
）　
垣
内
秀
介
「
裁
判
官
に
よ
る
和
解
勧
試
の
法
的
規
律
（
一
）」
法
学
協
会
雑
誌
一
一
七
巻
六
号
一
八
頁
以
下
（
平
成
一
二
年
）
は
、
現
実
に
裁
判
に
１３
よ
る
和
解
勧
試
が
果
た
し
て
い
る
重
要
な
役
割
に
鑑
み
、
従
来
の
訴
訟
上
の
和
解
を
め
ぐ
る
解
釈
論
の
在
り
方
に
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
指
摘
す
る
（
同
一
九
頁
注
三
〇
参
照
）。
（
　
）　
垣
内
・
前
掲
一
九
頁
注
三
〇
参
照
。
和
解
勧
試
は
、
現
実
に
は
、
裁
判
所
が
心
証
を
開
示
し
て
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
和
解
交
渉
が
行
わ
れ
て
和
１４
訴
訟
上
の
和
解
と
そ
の
効
力
に
つ
い
て
（
二
・
完
）（
山
田
）
─　　─
（
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四
四
九
四
解
条
項
が
決
ま
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
。
元
裁
判
官
で
あ
る
草
野
芳
郎
教
授
は
、
積
極
的
和
解
観
の
立
場
か
ら
、
和
解
の
実
質
内
容
に
応
じ
て
①
判
決
先
取
型
、
②
オ
ー
ル
・
オ
ア
・
ナ
ッ
シ
ン
グ
回
避
型
、
③
判
決
落
ち
こ
ぼ
れ
救
済
型
（
ま
た
は
「
判
決
乗
り
越
え
型
」）
の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
草
野
芳
郎
『
和
解
の
基
本
原
理
・
和
解
技
術
論
』［
第
二
版
］（
信
山
社
、
平
成
二
〇
年
）
一
一
頁
以
下
参
照
）。
ま
た
、
裁
判
所
が
和
解
案
を
提
示
し
て
和
解
が
成
立
す
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
調
停
手
続
に
お
け
る
調
停
案
の
提
示
と
同
様
な
手
続
が
想
定
さ
れ
、
当
事
者
の
合
意
は
、
裁
判
所
が
提
示
し
た
和
解
条
項
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
調
停
手
続
に
事
件
を
移
す
場
合
に
は
、
受
訴
裁
判
所
と
は
別
の
調
停
委
員
会
が
調
停
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
訴
訟
上
の
和
解
の
場
合
は
、
当
該
事
件
を
担
当
す
る
裁
判
体
自
体
、
ま
た
は
受
命
裁
判
官
が
担
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
が
提
示
し
た
和
解
条
項
を
当
事
者
が
受
け
入
れ
な
い
場
合
に
は
、
受
訴
裁
判
所
が
和
解
手
続
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
心
証
を
判
決
の
基
礎
と
す
る
こ
と
の
違
法
性
に
つ
い
て
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
　
）　
草
野
・
前
掲
書
一
一
頁
以
下
参
照
。
裁
判
上
の
和
解
事
例
に
つ
い
は
、
公
に
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
草
野
教
授
の
豊
か
な
経
験
を
根
１５
拠
と
し
た
実
務
上
の
傾
向
的
類
型
は
大
変
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
。
公
に
さ
れ
た
和
解
事
例
と
し
て
は
、
東
京
地
裁
平
成
一
〇
年
一
一
月
九
日
和
解
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
八
八
号
三
〇
〇
頁
）
が
あ
る
。
和
解
事
例
集
刊
行
の
必
要
性
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
石
川
明
『
調
停
法
学
の
す
す
め
─
Ａ
Ｄ
Ｒ
私
論
─
』（
信
山
社
、
平
成
一
四
年
）
一
七
頁
以
下
、
同
・
前
掲
書
五
〇
頁
以
下
。
（
　
）　
こ
の
点
に
つ
き
、
吉
田
元
子
「
裁
判
所
等
が
定
め
る
和
解
条
項
と
そ
の
効
力
」
上
智
法
学
論
集
五
四
巻
一
号
一
一
七
頁
以
下
（
平
成
二
二
年
）。
１６
（
　
）　
高
田
・
前
掲
二
七
四
頁
。
垣
内
・
前
掲
一
一
七
頁
は
、「
和
解
の
実
状
は
合
意
で
は
な
く
裁
判
所
の
裁
定
案
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
」「
和
解
裁
１７
判
」
と
い
っ
た
言
葉
か
ら
窺
わ
れ
る
実
態
に
鑑
み
る
と
、
従
来
の
効
力
論
の
持
つ
意
味
を
再
検
討
す
る
必
要
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
と
し
て
い
る
。
（
　
）　
吉
田
・
前
掲
一
一
七
頁
は
、
裁
定
和
解
制
度
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
和
解
条
項
の
既
判
力
に
つ
い
て
、「
伝
統
的
な
訴
訟
上
の
和
解
の
そ
れ
と
安
１８
易
に
一
括
り
に
し
て
論
じ
る
こ
と
は
懐
疑
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。」
と
し
、「
伝
統
的
な
訴
訟
上
の
和
解
に
関
す
る
学
説
、
特
に
通
説
と
さ
れ
る
既
判
力
否
定
説
の
根
拠
が
、
す
べ
て
本
制
度
に
馴
染
む
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。」
と
す
る
。
筆
者
の
問
題
意
識
と
同
旨
と
い
え
よ
う
か
。
（
　
）　
例
え
ば
、
石
川
・
前
掲
書
七
三
頁
以
下
は
、
三
つ
に
大
別
す
る
（
①
争
点
及
び
証
拠
の
整
理
手
続
が
終
了
し
た
と
き
、
②
重
要
な
争
点
に
つ
い
て
有
１９
力
な
証
拠
調
べ
が
終
了
し
裁
判
官
が
相
当
程
度
の
心
証
を
得
た
と
き
、
③
証
拠
調
べ
が
終
了
し
結
審
で
き
る
と
き
）。
垣
内
・
前
掲
二
九
等
参
照
。
＜
論
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修
道
法
学
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九
三
（
　
）　
新
堂
幸
司
『
新
民
事
訴
訟
法
〔
第
五
版
〕』（
弘
文
堂
、
平
成
二
三
年
）
三
七
二
頁
以
下
。
な
お
、
裁
判
上
の
和
解
の
法
的
規
律
と
法
的
拘
束
力
は
結
２０
び
つ
く
議
論
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
垣
内
秀
介
「
裁
判
官
に
よ
る
和
解
勧
試
の
法
的
規
律
」
民
事
訴
訟
雑
誌
四
九
号
、
平
成
一
五
年
）
二
三
二
頁
以
下
は
、
和
解
勧
試
の
正
当
性
確
保
の
た
め
の
条
件
を
提
示
す
る
。
法
的
に
規
律
さ
れ
れ
ば
、
制
度
的
効
力
・
法
的
拘
束
力
を
付
与
し
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
。
　
ま
た
、
小
林
秀
之
「
交
渉
理
論
と
和
解
規
制
と
紛
争
解
決
説
の
再
生
」
民
事
訴
訟
雑
誌
五
九
号
一
頁
以
下
（
平
成
二
五
年
）
は
、
和
解
と
判
決
と
で
は
目
指
す
と
こ
ろ
が
異
な
る
こ
と
を
前
提
に
、
実
体
法
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
価
値
の
創
造
に
よ
り
当
事
者
にW
in-W
in
 
 
 
 
の
関
係
を
も
た
ら
す
こ
と
が
、
訴
訟
上
の
和
解
の
あ
る
べ
き
姿
な
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
で
は
、
訴
訟
上
の
和
解
に
お
け
る
裁
判
官
の
役
割
が
、
従
来
の
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
和
解
に
お
け
る
裁
判
官
は
、
判
断
す
る
者
で
は
な
く
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
転
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
効
力
に
つ
い
て
も
従
来
の
議
論
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
（
　
）　
和
解
は
何
処
に
拘
束
力
が
あ
る
の
か
。
当
事
者
の
合
意
に
拘
束
力
が
あ
る
の
か
。
当
事
者
の
合
意
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
書
面
和
解
の
場
合
に
は
、
２１
裁
判
所
か
ら
予
め
提
示
さ
れ
た
和
解
条
項
に
当
事
者
が
合
意
す
る
。
裁
定
和
解
は
、
裁
定
和
解
に
よ
る
こ
と
を
当
事
者
が
合
意
す
る
。
ど
ち
ら
も
裁
判
所
の
示
し
た
和
解
条
項
に
よ
る
訴
訟
終
了
で
は
あ
る
。
（
　
）　
垣
内
秀
介
「
和
解
」
長
谷
部
由
紀
子
・
山
本
弘
・
笠
井
正
俊
『
基
礎
演
習
民
事
訴
訟
法
』（
弘
文
堂
、
平
成
二
二
年
）
二
〇
一
頁
は
、「
実
際
に
は
、
２２
当
事
者
の
一
方
ま
た
は
双
方
が
和
解
と
い
う
形
で
む
し
ろ
既
判
力
の
あ
る
解
決
を
望
む
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
」
の
で
、
訴
訟
上
の
和
解
に
既
判
力
を
認
め
る
余
地
が
完
全
に
排
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
、「
既
判
力
を
伴
わ
な
い
訴
え
の
取
下
げ
と
の
対
比
に
お
い
て
、
既
判
力
を
伴
う
訴
訟
上
の
和
解
と
い
う
制
度
を
設
け
て
お
く
こ
と
が
、
当
事
者
の
意
思
決
定
に
際
し
て
の
選
択
肢
を
豊
富
に
す
る
、
と
い
う
発
想
に
つ
な
が
る
（
注
釈
民
訴
（
４
）
四
八
六
頁
［
山
本
和
彦
］）
と
い
う
。
し
か
し
、
既
判
力
を
伴
わ
な
い
訴
え
の
取
下
げ
も
、
制
度
的
に
終
局
判
決
言
渡
し
後
に
な
さ
れ
る
と
再
訴
が
禁
止
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
民
訴
二
六
二
条
二
項
）。
民
事
訴
訟
制
度
と
い
っ
た
枠
内
で
の
制
度
的
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
な
ら
ば
、
仮
に
訴
訟
上
の
和
解
の
既
判
力
を
否
定
す
る
と
し
て
も
、
終
局
判
決
言
渡
し
後
の
訴
訟
上
の
和
解
に
は
再
訴
を
禁
止
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
制
度
的
効
力
と
し
て
の
既
判
力
を
認
め
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
　
）　
こ
の
段
階
で
の
原
則
型
和
解
の
効
力
が
特
に
問
題
で
あ
り
、
従
来
の
学
説
の
対
立
が
あ
て
は
ま
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
裁
判
所
側
の
心
証
開
示
の
有
２３
訴
訟
上
の
和
解
と
そ
の
効
力
に
つ
い
て
（
二
・
完
）（
山
田
）
─　　─
（
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二
四
九
二
無
が
効
力
論
と
の
関
係
で
も
重
要
に
な
る
と
考
え
る
。
（
　
）　
和
解
の
効
力
論
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
手
続
的
、
内
容
的
問
題
関
心
か
ら
、
出
井
直
樹
「
裁
判
上
の
和
解
を
ど
う
考
え
る
か
」
小
島
武
司
２４
先
生
古
稀
祝
賀
『
民
事
司
法
の
法
理
と
政
策
上
巻
』（
商
事
法
務
、
平
成
二
〇
年
）
六
三
頁
以
下
、
八
七
頁
以
下
は
、「
裁
判
上
の
和
解
の
隆
盛
は
、
個
別
の
事
件
に
つ
い
て
一
般
的
な
法
を
発
見
し
こ
れ
を
適
用
し
て
裁
断
す
る
と
い
う
民
事
訴
訟
の
本
質
を
蝕
む
危
険
性
を
は
ら
む
。」
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
や
裁
判
外
の
相
対
交
渉
に
よ
る
和
解
を
含
む
民
事
司
法
シ
ス
テ
ム
全
体
の
観
点
か
ら
考
え
て
も
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、「
訴
訟
は
、
民
事
司
法
シ
ス
テ
ム
の
核
と
な
る
部
分
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
和
解
の
隆
盛
と
そ
れ
を
支
え
る
積
極
的
和
解
観
の
登
場
・
定
着
は
、
シ
ス
テ
ム
の
核
が
溶
解
し
て
い
く
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。」
と
す
る
。
こ
の
指
摘
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
促
進
す
る
わ
が
国
の
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
裁
判
上
の
和
解
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
再
考
を
も
促
す
と
考
え
る
。
民
事
訴
訟
制
度
上
の
和
解
で
あ
る
裁
判
上
の
和
解
に
は
、
や
は
り
制
度
的
効
力
（
公
益
）
を
当
事
者
意
思
（
当
事
者
自
治
）
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
で
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
六
巻
　
一
号
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）
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